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� 超新星爆発における元素合成と非常に明るい金属欠乏星

非常に明るい金属欠乏星が発見され、炭素の量が鉄の量に比べて多いという元素組
成が明らかとなった。炭素過剰な金属欠乏星の起源については、特異な超新星爆発、
 !	星からの質量降着など様々な説が提唱されているが、この星の元素組成は !	

星からの質量降着などでは説明できないことがわかった。そこで、実際に種族 """の
超新星爆発における元素合成計算を行い、特異な超新星爆発によってその元素組成
が説明できることを明らかにした。

� 超新星爆発におけるニッケル #$の合成量

超新星爆発で合成されるニッケル #$の量についてはさまざまな数値計算が行われて
いる。本研究では解析的手法を用いることによって、それら全ての数値計算の結果
を統一的に理解した。それにより、ガンマ線バースト %&'(�#に付随していた明るく
エネルギーの大きい極超新星 �%%&�)についてそのニッケル #$の起源は衝撃波過熱
による爆発的元素合成であったことを突き止めた。


